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一般送配電以外への拡大について
2023年12月7日 官報掲載
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配
電
盤

一般送配電事業者の系統

2023年12月
に使用可能に



https://www.meti.go.jp/policy/safety_security/industrial_safety/sangyo/electric/detail/setsubi_hoan.html

一般送配電以外にも拡大
2023年12月7日 官報掲載
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改正前改正後
一般送配電事業者配下の系統 → 事業用電気工作物配下の系統



5https://www.meti.go.jp/policy/safety_security/industrial_safety/sangyo/electric/detail/setsubi_hoan.html

単独使用の場合使用不可

事業用電気工作物に含まれない小規模発電設備



定置式 移動式

発電設備について
10～50kWの太陽電池発電
20kW未満の風力発電
以外の、小規模発電設備
⇒事業用電気工作物に該当しない

出力10kW以上の発電設備
⇒事業用電気工作物に該当

分電盤から負荷側はOK
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使用不可



非常用発電機について

事業用電気工作物
の電線路
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分電盤変圧器

非常用発電機

もともと事業用電気工作物配下なので
分電盤より負荷側で使用可能

事業用電気工作物配下に非常用発電機を設置した場合



陸上と停泊中の船舶

船舶
配
電
盤

事業用
電気工作物
の電線路

分電盤変圧器

※停泊中で陸上より給電中は、陸上同様に
事業用電気工作物配下の
分電盤より負荷側であれば使用可能
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PLC-Jガイドラインのご紹介
2024年5月10日改定 第5版
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https://www.plc-j.org/download/plc_operative_guideline_05.pdf



利用可能範囲

設置場所

・工作物内部（構造物）に設置される分電盤（配電盤／分岐）より負荷側に接
続された広帯域PLCで、同一の者が占有する連続した敷地内の工作物内部あるい
は工作物外部に設置されている広帯域PLCと通信するもの
(屋外配線は、工作物内部に設置される分電盤に接続されるものに限る)

相
単相交流
三相交流
直流（鋼船内に限る）

電圧 低圧（600V以下）

利用者の分電盤が
接続される
送配電系統

事業用電気工作物の系統

移動体 船舶(鋼船)内

現行電波法による高速PLC利用可能範囲

※工作物（構造物）： 十分な遮蔽効果がある構造物を想定（「平成18情報通信審議会答申」より）

不平衡の懸念がある機器が工作物（構造物）外に設置される場合は、構造物による遮蔽効果がないため、 そ
のような環境でPLCを使用する場合は10dB出力を下げた屋外仕様のPLCを使用し、合わせて別紙１の屋外の
電源線に係る懸念事項にも注意すること
工作物（構造物）外では構造物による遮蔽効果がないため、 10dB出力を下げた屋外仕様のPLCを使用

※通信線（通信をするために使われる線、DC重畳の場合を含む）で通信を行う場合は、
ケーブル搬送設備に該当するため、対象外 ※電波法第１００条

※電波法施行規則第４４条

PLC-Jガイドライン掲載内容
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現行電波法による高速PLC利用可能範囲

工作物
（構造物）

分電盤

電力線

同一の者が占有する連続した敷地内

屋内PLC

屋外PLC

分電盤 分電盤

工作物
（構造物）

鋼船

配電盤
屋内PLC

工作物
（構造物） 屋外PLC

屋根のない
工作物

（構造物）

分電盤

電力線

屋内PLC
隣接する

建物

離隔距離30m

地下／トンネル／水中など、十分な遮蔽効果があることを想定

工作物
（構造物）屋内PLC

分電盤

分電盤

分電盤

※電波法施行規則第４４条
令和３年総務省告示第２１０号

※令和３年総務省告示第２１０号 ※電波法施行規則第４４条

【屋外の電源線の設置に係る懸念事項】
・ 屋外広帯域PLC設備の電源線に不平衡成分を有する機器を接続すること。
・ 屋外広帯域PLC設備の電源線の片線を接地すること。
・ 屋外広帯域PLC設備の電源線に直列に片切り又は両切りスイッチを含む分岐電源線を接続すること。

※平成24年6月「電波利用環境委員会 高速電力線搬送通信設備作業班報告」より

負荷側上位側

事業用
電気工作物

PLC-Jガイドライン掲載内容
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注意すべき事項 設置禁止と考えるべき事例

・AC600Vを超える電圧の電力線
・AC50Hz/60Hzの単相交流/三相交流以外の電力線（鋼船以外の直流等）

柱上トランスから分電盤を介さず
直接引き込まれている
電力線

同一の者が占有する連続した敷地内
ではない場所
・公道をまたいでいる場合

「分電盤の負荷側」ではない例

「同一のものが占有する連続した敷地内」ではない例

「600V以下、50Hz/60Hzの単相交流/三相交流」ではない例
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表紙

チャネル１用 チャネル２用 チャネル5用

・・・

チャネル３用

①：各チャネル毎に設計書を作成

②：各チャネルの結果を、設計書の枠内に記載

3 搬送波の周波数又は拡散範
囲

チャネル１
チャネル２
チャネル３
・・・

チャネル5

4 伝導妨害波の電流 チャネル１
チャネル２
チャネル３
・・・

チャネル5

5 伝導妨害波の電圧 チャネル１
チャネル２
チャネル３
・・・

チャネル5

6 放射妨害波の電界強度 チャネル１
チャネル２
チャネル３
・・・

チャネル5

設計書

表紙 設計書

11 搬送波の周波数又は拡散範
囲

チャネル１
チャネル２
チャネル３
・・・
チャネル5

12 伝導妨害波の電流 チャネル１
チャネル２
チャネル３
・・・
チャネル5

13 伝導妨害波の電圧 チャネル１
チャネル２
チャネル３
・・・
チャネル5

14 放射妨害波の電界強度 チャネル１
チャネル２
チャネル３
・・・
チャネル5

※外観、写真、取扱説明書、測定条件等は現行通り添付する

※外観、写真、取扱説明書、測定条件等は現行通り添付する

①：各チャネル毎に設計書を作成し、試験成績書を添付して申請
②：各チャネルの試験結果を、設計書の枠内にまとめて記載し、試験成績書を添付して申請

※設計変更申請となるため、製品番号、型式番号はそのまま利用可

通信チャネル選択機能を有する場合の型式指定の申請方法



NessumWIRE設置に関する解説
（特に分電盤周辺）
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Nessum

分電盤

NessumWIREは主にコンセントに接続

コンセントではなく分電盤や実装機の端子台に接続する
３線のうち２線を選んで接続する

単相の場合

R
S
T

RS相 RT相
ST相

サービスコンセントを設置するか
端子台取付タイプNessumを使用する

三相３線の場合

NessumWIREの接続方法

Nessum

Nessum

Nessum

Nessum Nessum
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http://ma.imsys.jp/r/1264426?m=
34804&c=10288131

出典：

実証実験用高電圧プローブ（九州計測器）
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R S T

R
S
T

R
S
T

分電盤のブレーカー端子への接続例
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R
S
T

R S T

分電盤のブレーカー端子への接続例
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漏電ブレーカ

主幹ブレーカ

主幹ブレーカ

サブブレーカ

サブブレーカ

L1相

L2相

単相３線の分電盤（例） 三相３線の分電盤の例

分電盤内部の構成

19



L1 - N間, L2 - N間では100 [V]、L1 - L2では200 [V]が取れる。
屋内の配線は、分電盤にて
L1 - N相、L2 - N相、およびL1 - L2相の3系統にわかれる。 

主幹
ﾌﾞﾚｰｶ

電力計

漏電
ﾌﾞﾚｰｶ

ﾊﾞｽﾊﾞｰ

ＢＬ17
分岐ﾌﾞﾚｰｶ

Ｌ１
Ｎ
Ｌ２

１００Ｖ
Ｌ１ Ｎ

Ｌ２ Ｎ Ｅ

１００Ｖ
Ｌ２ Ｎ

１００Ｖ
Ｌ１ Ｌ２   Ｅ
２００Ｖ

・・・

屋外側
（引込線）

屋内側
（分電盤）

・・・

１００Ｖ
Ｌ１ Ｎ

２００Ｖ
Ｌ１ Ｌ２

ＢＬ３
分岐ﾌﾞﾚｰｶ

ＢＬ１
分岐ﾌﾞﾚｰｶ

ＢＬ18
分岐ﾌﾞﾚｰｶ

ＢＬ４
分岐ﾌﾞﾚｰｶ

ＢＬ２
分岐ﾌﾞﾚｰｶ

L1相

L2相

単相３線分電盤において一般家庭で使用されているものには、
漏電ブレーカーが接続されている。

200V

単相３線分電盤の内部結線例
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主幹

上位の分電盤へ

実装機や
下位分電盤へ

実装機や
下位分電盤へ

三相３線分電盤においては、漏電ブレーカーが接続されていることは少ない。

R S T

R
S
T

R
S
T

三相３線分電盤の内部結線例
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・分電盤は、上位の電力供給側からの電流を、複数のブレーカ（スイッチ）により、分流す
る装置である。
・分電盤の構成要素である ブレーカ(スイッチ) および 盤内配線板金 は、2～30MHz
の周波数帯においては、損失はほぼゼロとなる。※

・よって、分電盤単体の通過損失は、ブレーカ群で分流されることによる減衰が支配的。

※ 完全電磁方式ブレーカは、数dB～数十dBの通過損失がある

メイン
ブレーカ

サブブレーカ群

分電盤

電流

分電盤単体の減衰特性について

22



N

L1

L2

①

②

高周波のクロストーク（伝送信号が他の伝送路に漏れること）
現象により①が流れると、Nが共用のため②が流れる

漏電ブレーカー
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黒白
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e 
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]

Frequency [MHz]

黒白

白赤

赤黒

漏電ブレーカーの回路はL1とL2から電源をとっており
L1-L2間がコンデンサ経由で接続されている。
Nessumの帯域ではこのインピーダンスが低いため、
L1の信号がL2にも流れやすくなる。

N L1L2

①線間のクロストークによる結合

②漏電ブレーカーによる結合

異相間通信について
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単相３線

三相３線

三相３線の分電盤には、
漏電ブレーカーがないことが多く
単相３線より異相間の結合
が弱い（減衰が大きい）

異相の減衰：
約５～１０ｄＢ

異相の減衰：
約１０～２０ｄＢ

主幹

R S T

Nessum

Nessum

RSとRSで同相

Nessum

Nessu,

RSとSTで異相

RSとRTで異相

異相間通信について
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電磁石

1 3 5

2 4 6

-50

-40

-30

-20

-10

0

10

0 10 20 30 40 50 60

減
衰

[d
B

]

周波数 [MHz]

ブレーカー BCW-30の減衰 BCW310(10A)

BCW3055(5.5A)
Nessumの帯域

完全電磁式ブレーカーの減衰量 ― 10アンペア
―   5アンペア

（１）【熱動式】：特に減衰要因はありません。 分電盤内のブレーカであれば、問題なし

（２）【完全電磁式】：電流容量が、１５Ａ以下の場合、電磁コイル電線が細い上、
磁力を上げるため電線を沢山巻いてＬ値を上げている。
結果、Nessumが使用する短波帯域で減衰が大きくなる。

Nessumの電源を切断するサービスブレーカ（手動切断）が目的の場合、
熱動式ブレーカを推奨、
電磁式ブレーカーを使用する場合はアンペア数の大きいものを使用

完全電磁式ブレーカーの特性

ブレーカー単体の注意点（熱動式と完全電磁式）
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①電気配線
系統図は
あるか？

②電気配線系統図から
Nessumアダプタを設置する
分電盤とコンセントを検討

③配電盤内情報から配電
ブレーカと接続される
分電盤を把握し、

電気配線系統図を作成

④電気室経
由でのNW構
築か？

⑤配電盤にもNessum
アダプタの設置を検討

⑥トポロジー管理ツールで
トポロジーを確認

⑦トポロジー結果から
Nessumアダプタ設置位置

を調整

⑧必要に応じて、親機－
子機間で実効速度を測定

＊電気室が異なる建物間を接続する場合は、
無線（WiFiやLTEなど）を利用すること

Y

N

N

Y

Nessumアダプターの設置検討 ～ 設置、運用までのフロー ～
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■取付る前に

多くの場合、コンセントは
分電盤を経由して接続

直線ではつながっていない
約10m

コンセントコンセント

分電盤

分岐がなく、100～200m程度なら通信可能

SB
SB
SB
SB
SB
SB

SB
SB
SB
SB
SB
SB

MB
分電盤

MB: メインブレーカー
SB: サブブレーカー

L1 L2N

L1/N相 L2/N相
約20m

信号が減衰
マスター
(1台のみ)

ターミナル

配線を調査し配置を検討 単相３線式

Nessum
アダプター

Nessumアダプターの設置検討 ～取付け時の検討イメージ ～
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_ _

分電盤を経由する場合は、（特に通信速度が遅い場合は）
分電盤内に中継用のNessuｍアダプターを設置

SB
SB
SB
SB
SB
SB

MB

分電盤

L1 L2N

_

同相の場合

SB
SB
SB
SB
SB
SB

SB
SB
SB
SB
SB
SB

MB

分電盤

L1 L2N

_

中継用Nessuｍアダプター①

SB
SB
SB
SB
SB
SB

__

中継用Nessumアダプター②中継用Nessumアダプター①

異相の場合

_
_
_

単相３線式

Nessum
アダプター

注）実際のNessumネットワークトポロジーを現地確認の結果、
冗長になっている中継用Nessumアダプターを外すことは可能

Nessumアダプターの設置検討 ～取付け時の検討イメージ ～
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S分電盤とB分電盤主幹2次側(L2-N)にNessumアダプタを設置した場合

• A分電盤において、A-1の位置あるいはA-2の位置に中継用のNessumアダプタ（L2-N)を設置するのが望ましい
• 少なくとも、A-1/A-2の両方にNessumアダプタを仮設置して、トポロジーの経路に使用された方のみを設置すればよい
• 上記どちらの設置場所が最適かについては、S-AラインおよびA-Bラインの長さなど配線系統の環境によることが多い

このように、複数分電盤間でNessuｍネットワークを構築する場合、Nessum信号の経路を把握し、その経路上すべてに中継用
Nessumアダプタを仮設置すると共に、末端コンセントに接続されるNessumアダプタを接続し、Nessumネットワークトポロ
ジーを確認。最後に必要に応じて、トポロジー形成に寄与していない中継用Nessumアダプタを除去すればよい。

分電盤間通信（S分電盤：S-1(Master)⇔Nessum_X間通信イメージ）

A分電盤（メイン）

主幹

1
2
3
4
5
6

バ
ス

バ
ー

L1相 L2相
1
2
3
4
5
6

主幹

1
2
3
4
5
6

バ
ス

バ
ー

1
2
3
4
5
6

B 分電盤

A-2
(L2-N)

S分電盤

主幹

1
2
3
4
5
6

バ
ス

バ
ー

L1相 L2相
1
2
3
4
5
6 100/200V

100/200V

S-1
(L2-N)

100/200V 100/200V

A-1
(L2-N)

B-1
(L2-N)

S-Aライン A-Bライン

Nessum_X

Nessumアダプターの設置検討 ～取付け時の検討イメージ ～
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Nessum
アダプター

Nessumの信号は、変圧器を超えることはできない
変圧器の2次側でネットワークを形成し、親機間はLANケーブルで接続

変圧器
（6600⇔100V/200）

100V/200V

100V/200V

100V/200V

Nessuｍネットワーク1

サーバー

LAN
ケーブル

親機

Nessumネットワーク2

Nessumネットワーク3
LAN

ケーブル

親機

親機

HUB

親機の位置は、ネットワーク内でマルチホップトポロジー
のホップ数が少なくなるように位置を変更してもよい

取付けのポイント  ～ 複数トランスがある場合 ～
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Nessum
アダプターNessumの信号は、変圧器を越えることはできない

親機（インターネット口）の位置によっては、変圧器の2次側で下図のネットワーク構成も可能

変圧器
（6600⇔100V/200）

100V/200V

100V/200V

100V/200V

Nessumネットワーク1

サーバー

親機

取付けのポイント  ～ 複数トランスがある場合 ～
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Nessum
アダプター

建物内で複数キュービクル（配電盤）がある場合（ハイブリッド通信で実現）
・キュービクル１と２で別ネットワークを形成して、各々インターネットへ接続
・キュービクル１と２間でイーサネットケーブルあるいは無線LANなどで接続して、インターネットへ接続
・あるフロア内で2つのネットワークをイーサネットケーブルあるいは無線LANなどで接続して、インターネットへ接続

無線LAN
AP

インターネット

取付けのポイント  ～ 複数キュービクル（配電盤）がある場合 ～
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1. 電気配線系統の調査
2. 分電盤（分岐数、接続負荷など）
3. ケーブルの種類と長さや分岐など
4. マルチホップトポロジーを確認して、微調整

通信速度が遅い場合の改善策・・・
• インターネット口にNessumマスターを設置しているか
• Nessumアダプターを分電盤内に追加
• 低いアンペアの完全電磁式ブレーカーが使用されていないか

（Nessumアダプター保護用のブレーカーとして使われることがある）
• 分電盤内／負荷側のノイズの影響を調査し、

ノイズフィルタの追加を検討

設置手順
設置のお勧めは、100V同相接続
（ただし、他機器からのノイズに注意）

設置手順のまとめ
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ご清聴ありがとうございました
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